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THEMISデータを用いたダイポール化領域の特性に関する研究（II）
Investigation of the characteristics of the dipolarization region with THEMIS data (II)
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THEMIS計画における地上オーロラ観測の時間分解能は３秒であり、そのため高時間分解能でサブストームの発展を
研究することができる。本研究では、その利点を活かして、時間重畳法による THEMIS衛星データの解析を実施した。
前回に引き続いて今回も、磁場のダイポール化、カレントディスラプションに関連した磁場の変動に着目した。具体的
には、３秒サンプリングのデータに対して時間平均のウィンドウを１分とし、その時間間隔における物理量の平均値と
標準偏差を計算した。次に、最初に磁場変動の起こる場所と時間を求め、その情報を用いてプラズマ流速などの物理量
の変化をみた。その結果、磁場３成分に関しては、いずれもオンセット（オーロラブレークアップ）の２０秒ほど前に、
X= -10 Re (Re:地球半径)の近尾部プラズマシート境界層付近で増大することが見出された。

磁場の変動については、時間が経過するとともに、地球に近い内側領域の方向に増大領域が急速に拡がることが確認
された。また、磁場変動が最初に現れる X = -10 Re付近ではオンセットに伴う地球向きのプラズマ流が発達して、同時
に、それより低速な尾部方向のプラズマ流の発生することがわかった。波動発生領域の拡大に合わせて、これらのプラズ
マ流が存在する領域が拡がってゆくことが確認された。オンセットの直前に X = -12 Re付近では、プラズマシートが非
常に薄くなるが、その変動に先立って、同領域を尾部方向から地球向きの強いコンベクティブな流れがプラズマシート
中を進行することが確認された。そして、それが磁場変動の増大、広範囲にわたる地球向きの流れ、ダイポール化、カ
レントディスラプションを引き起こしている様子が確認できた。これらの特徴は、外側から擾乱がやって来てカレント
ディスラプションを引き起こすモデルを強く支持する。
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